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◆２学期が終わります！
今日で８６日間（６年生は８５日間）の２学期が終わります。始まったのはまだまだ暑い夏

でしたが、今はもうすっかり冬景色となりました。

２学期はたくさんの行事がありました。新型コロナウイル

ス感染症の影響で、例年とは違う形で実施することがたくさ

んありましたが、ご家庭や地域の皆様のご理解ご協力のおか

げで、中止にすることもなく、子ども達の活躍や笑顔を見る

ことができました。

また、登下校を毎日見守ってくださっている「見守り隊」

の方々は、暑い日も寒い日も、いつも子ども達に明るく声を

かけてくださいました。大きな事故やけががなく終業式を迎

えられたことがとてもありがたく、心より感謝申し上げます。

＜終業式の校長講話より＞

２学期が始まったのは、まだ暑い８月でした。その始業式で、私はみなさんにこういうことを

お願いしました。「全校や学級のめあてに向かって、みんなで協力する２学期にしましょう。」

そして今、あれから４か月が経ちました。運動会や音楽会、学年ごとの旅行や見学、飯ごう炊さ

ん、ふるさと学習、そして毎日の教科の授業。その時々に一緒になった人同士で、力を合わせる

ことができたでしょうか。写真で２学期のできごとをふり返ります。思い出してみてください。

どうでしたか。みんなで協力している姿がたくさんありましたね。私は、５年生の飯ごう炊さ

んに一緒に行きました。カレーライスを作るために、みんなが手分けして頑張っていました。働

きながら誰かが「協力するのって楽しいな。」と言いました。他の人もうなずいていました。５

年生の皆さんは、この飯ごう炊さんや筑北米の学習を通して、協力する楽しさ、大切さを学んだ

のだと思います。他の学年の皆さんも「協力するのって楽しいな。」と思う瞬間が、学校生活の

中でいくつもあったと思います。それは、学校目標の「つながる」をめざせたということですね。

「つながる」だけでなく、「つづける」についても、１学期に続いて頑張りましたね。１年生

の坂口想さんと一ノ瀬楓奏さんは、らんらんタイムで長野県１周を達成しました。頑張って毎回

たくさん走り続けたことも立派だし、それをきちんと記録し続けたことも立派です。もちろん、

カードに記録していないけれど、そのくらいたくさん走っている人は、他にもいると思います。

そういう人も立派です。そういう人はカードに記録しなくても「体力をつけるぞ」という気持ち

が心の中にしっかりあるのでしょう。また、３年生以上の皆さんは、お家で自主学習を続けてき

ましたね。何をしたらいいか悩んだ時もあったと思いますが、自分で決めて調べたり書いたりす

ることが、とてもすばらしい学ぶ力になります。１冊終わった人のベストページが職員室の前に

貼ってありますので、ぜひ見てください。

さて、最後になりますが、今日でみなさんとお別れする先生がいらっしゃいますので、紹介し

ます。浜辺佑美先生です。浜辺先生は、みなさんの学習や学校生活の支援員として２年と２か月

お勤めいただきました。もうじき赤ちゃんをお産みになるために、今日をもってご退職になりま

す。今日で一旦お別れですが、赤ちゃんをお産みになったら、

また筑北小学校に来ていただけるといいですね。ありがとうございました。

では、明日から１２日間、年末年始のお休みになります。

安全や健康には充分気をつけて、元気で過ごしてください。



２学期の一場面 （終業式でふり返った写真の一部です）

児童会「特技発表会」を開催！
１２月の最終週、児童会恒例の「特技発表会」が開催

されました。出場希望者多数につき、２１日～２４日の

４日間です。旧筑北小学校では２時間目休みに昇降口の

踊り場に自由に集まって行っていましたが、今年度は密

を避けるために、朝の活動時間に全校が体育館に集まっ

て行うことになりました。「体操（側転）」「お笑い（コ

ント）」「アンサンブル」等々…、内容もバラエティーに

富んでいて、感心したり笑ったり心の中で応援したり…。

最後はだれもみんな大きな拍手をもらっていました。学

期末にふさわしい楽しい企画でした。出場した人は大勢

の前で発表して、とてもよい経験になったことと思います。

保護者の皆様へ

２学期も、新型コロナウイルスの感染予防にご協力いただき、ありがとうございました。

人の移動が見込まれる年末年始休業が明けた３学期も、できる限り予防に努めていきます。

そこで、以下の２点を重ねてお願いいたします。

（１）毎日の健康観察や検温を引き続き行っていただき、登校日に風邪症状や発熱がある場

合は登校させず、かかりつけのお医者さんにご相談ください。（診断までは出席停止です。）

（２）本人が元気でも、ご家族に発熱者がいる場合は、同様に登校させないでください。


